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レーザーの種類とその特性

　レーザーの波長による生体反応の違いから，現在使用されている歯科用レーザー

は，およそ2つに大別される．すなわち，組織の表層でエネルギーの大部分が吸収さ

れ内部に透過しない表面吸収性レーザーと，組織を透過し途中で吸収されながらも深

部にまでエネルギーが到達する組織透過性レーザーである．

　発振媒体により，気体，固体，半導体レーザーなどに分類される．また，出力によ

り，低出力（ソフト）と高出力（ハード）レーザーとに分類される.

レーザーの種類と分類

おもな歯科用レーザーの波長

紫外 可視 近赤外 中・遠赤外
波長（μm）

0.2 0.5 1.0 2.0 10.03.0

XeCl（エキシマ）
（0.308）

アルゴン
（0.488/
0.515）

He-Ne
（0.633）

ルビー
（0.694）

半導体
（0.6～0.9）

Nd:YAG
（1.064）

Er:YAG
（2.94）

炭酸ガス（CO2）
（10.6）

気体レーザー

固体レーザー

表面吸収性レーザー 炭酸ガス（CO2）レーザー，Er：YAGレーザー
組織透過性レーザー Nd：YAGレーザー，半導体レーザー
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■炭酸ガス（CO2）レーザー

　波長10.6μmの連続波，あるいはパルス波として使用されている．軟組織を容易

に蒸散することができ，止血作用に優れている．リン酸基に対しても吸収特性があり,�

歯面への照射により歯質改善効果も期待できる．現在，わが国の歯科用レーザーとし

て最も普及している．

炭酸ガス（CO2）レーザー装置

ベルレーザー

各種ハンドピースおよびチップ

（写真提供：タカラベルモント）

各種レーザーとその特性

こんなとき，CO2 レーザーを使用
・軟組織における蒸散，切開，切除，凝固
・歯周ポケット内のデブライドメント
・抜歯窩の凝固
・歯質強化
・口内炎の治療
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